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 富山小売業＋Ｓａｆｅ協議会 

【構成員】アルビス株式会社 

  株式会社大阪屋ショップ 

  富山県商工労働部労働政策課 

  富山県商工労働部経営支援課 

  富山県商工会連合会 

「富山小売業+Safe 協議会」とは 

 転倒、腰痛等の労働災害が増加傾向にある小売業につ

いて、県内のリーディングカンパニー、地方公共団体、

関係団体等を構成員として、令和４年度から開催してい

るもので、構成員が取り組んでいる労働災害防止に向け

た好事例を同業種に周知することなどにより、労働災害

の減少を図るものです。 

 

 令和７年２月４日、富山労働総合庁舎（富山

市神通本町）において、令和６年度第２回「富

山小売業＋Safe協議会」を開催しました。 

協議会では、富山労働局担当者による労働災

害の現状に関する説明のほか、協議会における

今後の取組等について意見交換を行いました。 

 

■ 構成員の意見、協議内容等 

協議会での議論を踏まえ、今後協議会として構成員の拡大に取り組んでいくことを確認しました。 
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富山県内の小売業における労働災害発生状況 

〇休業４日以上の死傷者数※の推移（過去 10年間） ※新型コロナウイルス感染症の罹患による労働災害を除く。 

・「労災を減らしたい」という思いはあるが、ちょっとした不注意での転倒や指先を切るなどと

いったものが多く、いかにしてこうした労災を減らしていくかが課題である。 

・本協議会の主旨を踏まえ、「小売業で多発している労災の防止についてみんなで考えよう」と

いう点をより前面に打ち出すべきではないか。 

・より多くの事業者と意見交換する中で、新たな発見があるかもしれない。 
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（人） 折れ線グラフは全産業の死傷者数に占める小売業の死傷者数の割合を示す。 

・過去 10 年間にわたりほぼ横ばいで推移しており、減少傾向がみられません。 



 

転倒

59人

（44.0%）

墜落、転落

22人

（16.4%）

動作の反動、無理な動作

21人

（15.7%）

切れ、こすれ

8人（6.0%）

その他

24人（17.9%）

○事故の型別死傷者数（令和６年）
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○年齢別死傷者数（令和６年）
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富山労働局は各企業に「SAFEコンソーシアム」への加盟を呼びかけています！ 

２０２２年６月に厚生労働省が設立した、労働災害防止の取組を進める活動体。 

「Sefer Action For Employees」を旗印に、全てのステークホルダーが一丸となり、 

安全で健康に働くことのできる職場環境の実現を目指して取り組んでいます。 

・事故の型別では、濡れた床面等での「転倒」が最も多く、次いで脚立等からの「墜落、転落」、腰痛をはじめとす

る「動作の反動、無理な動作」が続いています。 

・年齢別では 60歳以上が圧倒的に多く、加齢に伴う身体機能の低下や骨折リスクの高まりが原因とみられます。 
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